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表2平成2年度生活扶助基準（月額）
　　標準3人世帯（33歳男・29歳女・4歳子）

　　　平成元年度　　平成2年度
1級地一1136，444円（100．0）140，674円（100．0）

1級地一2132。896円（97．4）135，610円（96．4）

2級地一王124、164円（91．0）128，013円（91，0）

2級地一2120，616Fl（88，4）122，949円（87，4）

3級地一1111，884円（82．0）115，353円（82，0）

3級地一2108，337円（79．4）110，288FI（78，4）

（注）．　（）は、級地聞格差である。
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表3　最低生活保障水準（月額）の具体的事例
1標準3人世帯133歳男（傷病）、29歳女（就労）、4歳子】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2

世帯当たり最低生活費 177，184円 172，120円 163．953円 158，889円 145，323円 140，258円

生活扶助
　　第　1　類
　　第　2　類

140，674

95，130

45，544

135，610

91，710

43，900

128，013

86，570

41，443

122，949

83，150

39，799

115，353

78，010

37，343

110，288

74，590

35，698

住宅扶助
勤労控除

13，000

23，510

13，000

23，510

13，000

22，940

13，000

22，940

8，000

21，970

8，000

21，970

（注）1　第2類は、冬季加算（U区額×5／12）を含む。以下同じ。

　2　勤労控除額は、就労収入月額を1級地104，000円、2級地96，550円、3級地89・100円とした場合である。以下同じ。
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表1　平成2年度生活保護基準改定の概要

　第45次
（元年4月1日）

　第46次
（2年4月1日）

館　　　　　考

円 円

1　生活扶助基準 【標準3人世帯基準劉

居宅（1類＋2類） （33歳男、29歳女、4歳子）

標準3人世帯 136，444 140，674

期末一時扶助費（居　宅） 1Z，300 12，630

【加算割

妊産婦加算（妊娠6ヵ月以上） 12，180 12，370

老齢加算

70歳以上
（居　　宅） 15，780 16，030

（入院・入所） 14，780 14，780

母子加算
（居　　宅） 20，510 20，840

（入院・入所）・，、 19，230 19，230

障害者加算

障害等級1・2級
（居　　　宅） 23，670 24，050

（入院・入所） 22，160 22，160

重度障害者他人介護料 39，400 40，5σb．

在宅患者加算 11，720 。11，910

人工栄養費 10，520 10，690『一
○

入院患者日用品費 20，420 20，750

入学準備金
小　学　校 33，900 34，300

中　学校 39，300 39，800

2　注宅扶助基準
家賃間代等 13，000 13，000

住宅維持費 96，000 98，000

3　教育扶助基準

小　学　校 1，830
0
1
，

850

中　学校 3，570 3，620

4　出産扶助基準

居　　　宅 119，000 139，000

施　　　設 113，000＋入院料 117，000十入院科

5　生業挟助基準

生　業　費 40，000 40，000

技能修得費 40，000 40，000

就職支度費 25，OOO 25，OOO

6　葬祭扶助基準 127，000 130，000

7　動　労　控　除
基礎　控　除 限度額　28，750 限度額29，530
特　別　控　除 130，800 134，300

新規就労控除 8，600 8，600

未成年者控除 10，400 10，700

』1，i
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（1級地一1）
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ハ　　　f1
＝級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2

段帯当た脳砥生活費 218。056円 211．575円 201・s岬し 195、16QFl 乳79，626円 173．255円

坐　活　扶　助

　　第　1　頚
　　策　2　類

177，196

127，560

49，636

170，815

122，970

47，845

161，251

116，080

45，171

154，870

111，490

43，380

｝45，306

104，600．

40，705

138，935

100，020

38，9！5

兄童養育
加　　　寡

2，50D 2，5aO 2，5DO 2，500 2，500 2，500

教　育　扶　助

住　宅　扶　助

勤　労　腔　除

1，850

13，000

23，510

1，850

13，㏄0

23，5蛋0

1，850

13，00D

22，940

1，850

13，000

22，940

1，85D

8過000

21，970

1，850

8，000

21，970

2　夫婦子2人世帯【35歳男（傷病）・30歳女（就労〉・9歳子（小学生）、4歳子1

3　老人2人世帯【72歳男、67歳女1

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 132，988円 130，358円 123，258円 120，6侶円 108，519円 106．OI5円

生　活　扶　助

　　篤　1　類
　　鄭　2　類

103，958

62，990

40，968

101，328

61，830

39，498

94，598

β7，320

37，278

9聡988－3－

56，180

35．808■

85，239

5L650

33，589

82，735

50，620

32，115

老齢胴算 16，030 16，030 15，6δ0 15，660 15，280 15，280

住　宅　扶　助 13，000 13，OCO 13，000 13，000 8，ODO 8．㎜

4　老人1人世帯【70歳汝】ド

1級地一1 1級地一2　　2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 96，728円 95，397円　　　90，268181 88、937円 78，788円 77，46選円

生　活　扶　助

　第　1　類
　第　2　類

57，698

30，870

36，828

66，367　　　　61，608

30．870　　　　28，090

3S，497　　　　33，518

60，277

－
2
8
，

090

32，187

55，508

25，310

30，198

54，181

25，310

28，871

老齢加算 16，030 16、030　　　　15，660 15，660 15，280 15，280

住　宅　扶　助 13，㈱ 13，DOO　　　　13，0DD 13，000 8。㈱ 8，000

5母子3人世帯【30歳女、9歳子 　　　　　　～，（小学生）、確歳刊

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当たり最抵生活費 177，383円 172，430円 164，498円 159，546円 146．55dFI 141，612円

生　活　狭　助

　窮　1　類
　第　2　類

ユ37，533

91，990

45，543

132，580

88，680

43，goo

125，158

83，710

41，448

12D，206

80，400

39，806

112，774

75，430

37，344

107，832

72，130

35，702

母子加算 22，500 22，500 21，990 21，ggo 21，430 21，430

児童養育
加　　　算

2，500 2，500　・ 2，500 2，500 2，500 2，500

教　育　扶　助

住　宅　扶　助

1，850

13，ODO

1，850

13，000

L850

13，000

1，850

13，000

1，850

8，000

1，850

8，0ゆ0

6 重度障害者を含む2人世帯【65歳女、25歳男（重度障害者〉1

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当たり畑姓活費 167，958円 164，048円 157，518円 153，728円 142，319円 138，535円

生　活　扶　助

　靖　1　類
　第　2　類

108，658

67，690

40，968

1104，748
65，250

39，498

98，878

6i，600

37，278

94，988

59，180

35，808

89，099

55，510

33，589

85，315

53，200

32，115

障害者加算

重度障害者
加　　　算

重度陳害書
家族介護科

24，050

12，100

10，150

24IO50

12，100

10，150

23，490

12，loo

lO，150

23，490

ユ2，100

10，150

22，970

12，100

10，150

22，970

12，1DO

10，150

注　宅　挨　助 ．ユ3，000 13，000 13，000 工3，000 8，000 8，000

5　母子3人世帯【30歳女、9歳子（小学生）』4ロ歳子1

6　重度障害者を含む2人世帯【65歳女、25歳男（重度障害者〉1

lj，i
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5た一万準上以を一居七〇んつのこ四八額げ内一万宅OOのい出五
1
、 屯万Oにたに三九分o円場て産
　　円Oつ煩そ万OぺO以合嫉扶出
局（にOい　れ九〇ん円内一　助産
鋪告引円て同ぞ00の以を一施基扶
6別き以も特れ○円場内一互設準助
の豪上内一別引0以合1ミー二分題の
6第げを三基き円内一　万Oべに特
別劃出産扶助費限度額算定表　　裂
　　　　（施設分べんの場合）（8日問入院）　　準

基準額（平成元年度）

叩衷病院　乙表診療所
（特2類看謁　　（基準なし）

基　準　額　分 117，000円（特別基準140，000円）

入
　
　
　
院
　
　
　
料
　
　
　
分

入院時医学管理科
（7日目まで）姻点

（8日目）㈱点

（7日目まで）215点

（8日目）204点

室　　　　　料 127点 127点

基準寝具加算 16点 一

病衣貸与加算 6点
一

看　　瀕　　料 （擶料）282点（義繍の）1・1点

基綿右護加算 170点 一

新生児介補料 293点 50点

給　　食　　料 137点 137点

基準給食力ll算 47点 一

小　　　　計
（7日目まで）1，留臨

（8日目）1，51臆

（7日目まで）630点

（8日目）619点

8日分入院料 122，420円 50，290円

衛生材料費 3，900円 3，900円

合滑
一般基準 243，320円 171，190円

特別基準 266，320円 194，190円

r　占　　円》（注）表中の点数は、1日当たりの点数であるD（1点一10円）

るをの復こ断加療過　〈
0支予帰とにがの程ア解
　給定にがよ予終にル説
　での有アり定わおコ〉
　き時効ル早さるい1
　る期でコ期れ時てル
　こにあ1にて期　依
　とかるル断おか一存
　とか場依酒qら般症
　しわ合存会　断的者
　たらに症に主酒にの
　もず畦者参治会身入
　の移　の加医へ体院
　で送退社すのの的治
　あ費院会る判参治療

に　〈いめう厚託　　 山の
よ昭解こ都こ生に自　 ハ（1）

q和説と道と省つ立与　及
恵里〉頒罐耀鰻琶●
与＿　た知つ局　のの更
金年　こ事て保従た預生
等度　くのい護来め託の
がの
’実
将’施

来要
自領
立改
更正

別表2　基準看護の種類別看護関係加算点数（8日間入院）

　承た課嫉の

蟹羅霧
のはかをじの
蓼よじ行め預

た

め
の

恵

た知類県ていと厚て生

基準看護の種類

承認要件

看護婦
基準看護関係加算点数
　　　（1日当り）

患者：看設
婦等

基準看
護加算

新生児介
補料加算

計

基本看護料

を算定する

看　　　護

（282点）

特3類 2：1 277点 36！点 638点

特2類
2，5：1 170点 293点 463点

特1類 3：1 95点 223点 318点

基本看護料

のみ算定
4：1 一 136点 136点

その他の看設料
を算定する看護

　　（140点）
1　　類 4：1 134点 129点 263点

一9一

内伴十祉る
容硬二年年国七
の　月金金民認
削⑭のを給』年定老
除第各除付金上齢
等6月きの法の福
をのにそ支篶取祉
行51統　給に扱年
つの一円期基い金
た不さ　日づ髪窪磐力穫霞
。なこ八老給入
建献欝

葎よ鍵
にる耶復
該こ又も
当とは
しと指保
なし定有
いた都の

屡市認　すめ新　め適こ続通つの　動る断て　判な等普とい等
　市否なるたたまら当とき念い緩以車制に金第断事と及し一か
い長嫉餐こもに歳れとか慎かて和上と限委額四す清し率てつら
ずの　　ζの購　る甜う重ら嫉との同をね表にるがてが当の他
れ承都今　で入今こめ　にみ　な改様従る示自こ認い七該目の
か籾道回　は・回とらr行て一る正に来こを動とめたQ地安世の窪府の　な更のはれそわそ般力1にしのとや車とらカ1％城と帯
　　　　　い新改言るのなの国　よ鷹物とめのしれ・程にしと

　営害神
　むの障
02麓
　支家生
　障庭活
　のに訓
　あお練
　るい施
　精て設
　祢日は
　障常’
　害生精

こす正うと保け取民自q
とる越まきイ∫れりの動
にこ　で一がは扱意斑根
十と自もに社ない識の当
分ま動な限会らはや保の
留で車りり的な引社有要
意認を　認にいき会に件

品し’
税’実分
識排施価
免気機値
対量関に
象にのつ
自よ判い・

活神　あて練会健　扱施改てし　く第の中
を障精喬法施復法そい設正はて精解6計の精

処渠る今度おての
か後以け’均
否は上るこ衡
か真あ自れを
ににる動ま失
よ必こ車でし
り要との主な

律設帰ののをに時’い神説の上被神施
上と施改後定つ点昭る障V2に保障設精
位精設正’めいで和被害
置神娃に昭ててす四保者
付障　よ和いので十護生
け害精つ六たみに八者活
暑覆謬籍生き莚醤隻最裂

．た産害神年ろ生さの扱施
と施者障ので活れ実い設
こ設生害精あ費て施にに
ろと活者神為のい要つ入
でし訓社保　取た領い所

のつ護害の神
㊤い置者取障
　てに生扱害
　明対活い者
　記す訓　生
　しる練　た棊施　活
　こ鄭設　 訓

　く生に　練
　（活入
　⑧費所

しつがこ場
粍いあと合
　てるがで
　厚と真あ
　生きにつ
　大は必て
　臣’要も
　にそとそ
　協のすの
　議保る保
　す有特有
　るの段を
　こ承の認
　と認事め
　とに情る

　と十　くのし戸　 ＿　と二と病額三健　と基職二施者ζと鰻者
　す三網解㊨たに蚊二　し○同院一〇施まし準業年設のとに　が
　る年戸説　こっ帳　　た％様にと○設腫な生訓以で社をよ必日
　場ののV㊥くいの鍾ものにおk円の　　活練内あ会目竣要常

　難裳醒　孚葦覇　髪勢客購渠食薯セ箕酸窩讐馨詮考

ミ欝
翁碧鯖

　冊支．断堰

黙騨
　問き諺に要
　2る歪参と
　1こ諏あ

　　　　　　一8一
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間決貫問る嫉　　　　護作型護法こが又嫉の療いカて療かこの
の定　かよ　医　　（5）帽さで鋸にと設は　で養舜1作材らと期

き期しさ週い合　の数　保製ト保祉う準事てももてはせ治傷る

る報にので扱食実　’いい行今のい県理機　　　　規る後て雇同
屡酬基中あい及施今こてっ回取る知等関健　　（4）定こ無示用一
　のづ央喬にびさ回と重て　扱規事を候康の膜　をと用すしの

講灘総灘雛秦憲騒難羅欝藁繕○
新行年険　出具るい　れ合険明保髭倉自等省導療る蔓をな一続
設わ四医本を設基に　らに法確護行に己に略管機こ　生いのき
され月療年不備準つ　のは等で法うは腹基に理関と今じこ計六
れた一協二要等看い　届生にあにこ璽膜づつ等がと回なく上か
たと日議月との言弊て　出活よつおと前灌くい産在し不い　方月
寝こか会二し・承　健　は保るたいとに流指て行宅荏要さま法を
たろらの十た認基　　要護届たてな都指定　う自　とっ荏を超
きで診答三もの準既　しに出較はつ道導医　場己　なに　あえ
りあ療串日の取給に　なおを　そて府管療　合腹　るす今えて

なつる移は付してを保者にる世保式rr　　　い重て法導等患
くいこ送そのたは分護の伝扶帯護が給保従　（5）もねい等管に者

い申要用材い従用申付護の取現載つの傷号正の　行保届同己養

スがにす　後給とい書ら護等いる　様と　　様　なてれ険指料

一1

医言な医占　しなを崇　はを負○年　療％人月く
療で影療め以てつ理　さば占担一度ま扶と員現　最一
扶は響扶る上きて由昭亀横め金八予荏助な約在医近

　よ額く近委の否に病会る適　　　と・ら改も　　　　で
　り　　の託訪意基患局た正精　（1）お適正侵第　　二あ
　專そ精医で問見づ者長磯な神を　り用を　46改　 る

匪

蕗

膨

＝
露

ダ

＝：

匿
唱

　拠給ていいコ毒入た1る　『めにqろは　託原と1き要領なに
　は付いこて1に器とノk材従（2）たも　で精ま医則等力め否域っよ
　既しなく嬉ル対用こ　料来　と業倒あ神荏をとの1細判にてる
　にない　　飲すアろ義と　治こ務える登　設し状にか定おき判
　失けもそ近料るルで限し治療ろをは酉だ従置て況とな以いて断
　われのの無　飲コあ　て療材で委獲　け来す編をつ助外ていを
　れはをた　吸酒1る糊楽材料あ託形今にのる祉踏・て謝覗る要
　てな敢め需入試疫庚肢　料の灸で外年隈業こ事まもや　　こす
　いらえ保要器験　　等吸と給　き科度定務と務え必指ケととる

　　き行載上容い復ケ常給て　と算事のき名け通理とをえ情ぺ
　（6）たつす参等てが1生付はなな額務記るをた院しが必嬬報1
点　qたる考’ケ必ス活に’護ど等所載よ書こ頻たで要　をス
に診　のこと福1要ワに当そ　でをの者うく～…度こきと傷記を
っ療　でとな祉スと1おたの福あ記整をに欄　やと1るす病入利
い報　　がる事ワなカけつ他祉喬載理明しを治見　よる名す用
て酬　有で事務1つ1るてに事　で欄確た設療込移う理やるし
　の　効き項所力たの必当例務　きをにこけ材期送に由そよ従
　改　活るにと1外意要該え所　る設しく材料間のそをのう来
　定　用よつしが傷見性被曝整　よけた　料のの場の明程に不
　に　にういて把の衰に保　理　う移こ医の場記合記確度改足
　伴　努にて要握状　つ護メ欄　に送と節特合入に入に及めし
　っ　め改適否し況柔い者ガに　し費’意定に欄必欄酋ぴ荏て
　改て正宜判たに道てのネつたの編見が商を要をく給い
　正　頂を記定内つ整の日のい　こ概祉欄で品設な整こ付例た

　　　　　　　　　　　　一11一

切　はすの性助件届年て共て　荏に理吸ての　除可長号四事需

　　　　　　　　　　　　－10一
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表3　入院・入院外別医療扶助入員の年次推移
入 院 入　　　　院 外

計 精　神 結　核 その他 計 精　神 結　核 その他

人 人 人 人 人 人 人 人

40年　度 148，921 64，517 16，876 67，528 467，365 7，265 31，656 428，444

45　　〃 191，103 95，459 9，900 85，744 510，680 12，168 23，500 475，012

50 196，932 111，961 6，532 78，439 588，153 1g，275 18，792 550，086

実
55

197，418 116，595 4，058 76，766 658，827 29，285 12，89エ 616，650

56
ユ97，148 115，829 3，681 77，638 672，871 31，818 11，415 629，638

57　　〃 196，451 115，609 80，842 688，599 34，939 653，660

58
196，580 115，620 80，960 700，522 37，463 663，059

59　　〃 196，181 113，959 82，222 715，607 39，796 675，810

60　　ウ 191，439 109，278 82，161 718，142 43，332 674，809

数 61　　〃 171，114 94，861 76，253 697，142 44，707 652，435

62
156，211 84，179 72，033 676，242 47，115 629，127

63　　〃 147，532 78，343 69，189 640，337 48，219 592，U8

元年11月 138，822 73，110 65，712 610，440 49，307 561，133

40年　度 100．0 100．O 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．O

45　　ウ 128．3 148．0 58．7 127．O 109．3 167．5 74．2 110．9

50　　〃 132．2 173．5 38．7 116．2 125．8 265．3 59．4 128．4

指
55

132．6 180．7 24．O 113．7 141．0 403．1 40．7 143．9

56
132．4 179．5 21．8 115．0 144．0 438．O 36．1 147．0

57　　〃 131．9 179．2 95．8 147．3 480．9 142．1

58 132．0 179．2 95．9 149．9 515．7 工44．1

59
131．7 176．6 97．4 153．1 547．8 146．9

60　　〃 128．6 169．4 97．3 153．7 596．4 146．7

数 61　　〃 114．9 147．0 90．3 149．2 615．4 141．8

62　　〃 104．9 130．5 85．3 144．7 648．5 136．7

63
99．1 121．4 82．0 137．0 663．7 128．7

元年11月 93．2 113．3 77．9 130．6 678．7 122．0

40年　度 100．0 43．3 11．3 45．3 100．0 1．6 6．8 91．7

45　　〃 100．0 50．0 5．2 44．9 100．0 2．4 4．6 93．0

50　　〃 100．0 56．9 3．3 39．8 100．0 3．3 3．2 93．5

槽
55

100．0 59．1 2．0 38．9 100．0 4．4 2．0 93．6
56 100．0 58．8 1．8 39．4 100．0 4．7 1．7 93．6

成
57

100．0 58．8 41．2 100．0 5．1 94．9

58　　〃 100．0 58．8 41．2 100．0 5．3 94．7

比 59　　〃 100．0 58．工 41．9 100．0 5．6 94．4

（ 60　　〃 100．0 57．1 42．9 1θ0．0 6．0 94．o
％
）

61
100．0 55．4 44．6 100．0 6．4 93．6

62
100．0 53．9 46．1 100．0 7．0 93．0

63　　〃 100．0 53．1 46．9 100．0 7．5 92．5

元年11月 100．0 52．7 47．3 100．0 8．1 91．9

資料：厚生省報告例

一15一
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　　　　　　　　　　　　　イ
つ式細活（医第第式医部のび’加付れ老患 の’た六蔑
たに書保様療2525第療改請公rし対る人者看運し1日
こつ一護式券号号25券正求費寮た象者病収 護営　付詳

あ所第券の療’（1）の報’る療付
喬要24・4養r・（聖》酬r省に’
　の号調）費生（2）・明生令関老
　改）剤及明活及（21細活一す人
　正の報び細保び　書保等る医
　を各酬r書護様穣六護の費療
　行様明生一法式式様法一用及

「き二　すカ1改
アれ＋な灸　定本

屯い（法第・のの号・にに負養ことに院容の要
　て様調25施52の診俸関担のくは対医治給領
で　式剤号設）の1療いす医給　なし療療付第

表1　被保護人員・医療扶助人員の年次推移

らて管料方5
な畦理及針の
い　料び中8
一看が特にの
旨護算例r（5）
をの定許痴の
追給さ可呆ア

け細
社に
保つ
第い
五て
一は
号本
を年
参三
照月

次に年
に伴四
主い月
な所一

を改の
記正診
す毫療
こ行報
とつ酬
とたの

実 数 指 数 医　療

被保護 医療扶助 人員 被保護 医療 扶助 人員 扶助率

実人員A 総数B入院C入院外D 実人員A’ 総数B『 入院C’ 入院外D’ B／A
人 人 人 入 ％

50年度 1β49，230 785，084 196，932 588，153 100．0 100．0 100．O 100．0 58．2

51年　度 1，358，316 793，458 195，876 597，582 100．7 101．1 99．5 101．6 58．4

52　年　度 1，393，128 818，654 199，390 619，264 103．3 104．3 101．2 105．3 58．8
53

1，428，261 き46，814 200，949 645，865 105．9 107．9 102．0 109．8 59．3
54

1，430，488 854，509 ユ99，270 655，240 106．0 108．8 101．2 111．4 59．7
55

1，425，984 856，245 197，418 658，827 105．8 109．1 1GO．2 112．0 60．0
56　ウ 1，439，226 870，019 197，148 672，871 106．7 110．8 100．1 114．4 60．5
57　〃 1，457，383 885，051 196，451 688，599 108．O 112．7 99．8 117．1 60．7
58　〃 1，468，245 897，102 196，580 700，522 108．8 114．3 99．8 119．1 61．159

1，469，457 9U，788 196，181 715，607 108．9 116．1 99．6 121．7 62．060
1，431，117 虫｝9．58丑 191，439 718，142 106．1 115．9 97．2 122．1 63．661
1，348，163 868，256 171、1M 697，142 99．9 110．6 86．9 118．5 64．462
1，266，126 832，453 工56，211 676，242 93．8 106．0 79．3 115．0 65．7

63　〃

元年11月
1，176，258

1，092，169

787，869

749，262

147，532

138，822

640，337

610，440

87．2

80．9

100．4

95．4

74．9

70．5

108．9

103．8

67．0

68．6
資料，厚生省報告例

表2　被保護世帯・医療扶助世帯の年次推移
実 数 指 数

被保護世帯A 医療扶助世帯B 被保護世帯A’ 医療扶助世帯B’ B／A

50　年　度 707，514世帯 573。513世帯 100．0 100．0 81．1％

51　　ウ 709，613 576，329 100．3 100．5 81．2
52

723，587 590，809 102．3 103．0 81．7
53

739，244 607，510 104．5 105．9 82．2
54　　〃 744，841 612，682 105．3 106．8 82．3
55　〃 746，997 615，147 105．6 107．3 82．3
56

756，726 624，703 107．0 108．9 82．6
57　　〃 770，388 638，413 108．9 111．3 82．9
58　　〃 782，265 649，718 110．6 U3．3 83．1
59

789，602 658，903 111．6 114．9 83．4
60

780，507 652，262 110．3 113．7 83．6
61

746，355 625，760 105．5 109．1 83．8
62

713，825 603，848 100．9 105．3 84．6
63　　〃 681，018 578，635 96．3 100．9 85．0

元年11月 652，558 556，598 92．2 97．1 85．3
資料：厚生省報告例
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